
別紙 第１章「自転車」は茅ヶ崎市が抱える課題の解決手法として有効  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参考> 

※SDGsの「経済」「社会」「環境」の３側面の考え方をもとに整理 

 

 

 

 

 

 

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）とは？ 

平成 27 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載

された平成 28年から令和 12年までの国際目標です。持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現する

ための 17のゴールから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leavenoonebehind）ことを誓

っています。 

 市が抱える主要な課題 自転車利用の効能 

経済 ・活力ある地域経済づくり 

・にぎわいの創出 

・交流人口・関係人口の拡大 

・人がまちに出ることによる地域のにぎわい創出 

・サイクルツーリズムによる交流人口の拡大 

社会 ・高齢者が生涯活躍できる社会の構築 

・人口の変化に対応した都市づくり 

 =まちの賢いコンパクト化 

・災害に強いまち 

・移動そのものが運動になり健康づくりに寄与 

・効率的な移動手段 

・災害時の移動を支えることから災害時の対応力

向上につながる 

環境 ・地球温暖化への対応 

・自然環境の保全 

・自家用車に比べて二酸化炭素の排出量が極めて

少なく環境負荷の低減につながる 

経済 

社会 

環境 
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